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　■　提案・報告の主な内容(概要)

　本年6月～10月までの間で、川西合同庁舎の建物について、耐震診断を実施した。

　その結果、非木造建物の耐震性能を示す「判定指標値」が、一般的に１．０以上あれば耐震性を確保されているところであるが、

川西合同庁舎については、「判定指標値」が０．８１と１．０を下回る結果になった。

　この０．８１という数値は、震度6強以上の大規模な地震を想定した耐震性能評価では、「倒壊又は崩壊する危険性がある」とい

うことになる。

　今回の診断結果を踏まえ、できるだけ早期に施設の安全性を確保するため、対応策の検討を行っていく。

　また、今回の結果については、当該施設である川西合同庁舎及び担当課において文書で掲示するとともに、ホームページにて

市民に周知する。

平成２８年度　第８回全体庁議（１１月７日開催）

（２）川西合同庁舎の耐震診断結果について[市民環境部]審議 ・ 報告

　■　提案・報告の趣旨

　今年度実施した川西合同庁舎の耐震診断について、その診断結果と今後の施設の安全性確保への取組み及び市民への周知

方法について、平成28年11月16日の厚生委員会に報告するもの

　・特になし

　■今後のスケジュール

　■　審議結果

　■　その他、指摘事項等

　できるだけ早期に施設の安全性を確保するため、対応策の検討を行う。

　・平成28年11月16日　厚生委員会へ報告

　※以後、公共施設マネジメントの視点も含め、対応策を検討して行く。


